
～全国学力・学習状況調査の結果が公表されました～ 

　４月17日（木）に３年生を対象に実施した全国学力・学力  〔本県公立校の正答率〕単位：％

状況調査の結果が公表されました。全国と本県の平均正答率 国語 数学

は右表のとおりです。本県の生徒は国語、数学ともに全国 全国平均 54.3 48.3

平均を上回る結果となりました。 県平均  55 50

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【本校３年生の全国学力・学習状況調査結果の概要】

 〇文章の内容を捉えて読む力や、構成や目的に応じて、集めた材料を整理し、
 　伝えたいことを明確にする問題において、正答率が高い結果となりました。
 　※【領域】「読　むこと」 
国　語 ▲「言葉の特徴や使い方」「情報の扱い方」「話すこと・聞くこと・書くこと・読む

　こと」の領域が全国平均を下回る結果でした。特に、資料や機器を使って考えを
　分かりやすく伝える力や、文学的文章の構成や展開の効果を根拠をもって考える
　力に課題が見られました。※【領域】「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報
　の扱い方に関する事項」「話すこと、聞くこと、書くこと、読むこと」

 〇素数の意味や多角形の外角の意味の理解をしている生徒が多く、関連する問
 　題については正答率が高い結果となりました。※【領域】「数と式」「図形」 

数　学 ▲複数の図形の性質を組み合わせて証明する問題や、事柄が成り立つ理由を数
　学的に説明する記述式の問題において課題が見られました。※【領域】「図形」
　「関数」「データの活用」

 〔対応策〕

 　説明が不足したり要点が曖昧で伝わりにくい課題に対して、１人１台端末の
 スライド機能や提示物を活用した発表練習を行い、中心となる事柄を強調し、

 国　語 根拠を示して説明する力の育成に努めます。また、作品の場面や登場人物の心
情の変化に注目し、構成や展開の意図を考える活動を取り入ます。その他、全
体の流れを把握し、自分なりの意味付けを行うことで、表現を深く理解し、根
拠をもって考えを説明できる力を養えるような授業の工夫をしていきます。

   式の意味を正しく読み取り、事柄を数学的に説明する力の育成に取り組んで
 います。授業では、例えば「連続する２つの３の倍数の和」を文字式で表し、

 数　学 その特徴を考察する活動を行います。また、導き出した結論を既習内容と関連
付け説明することで、筋道を立てて表現する力を養います。仮定や結論を整理
し、筋道を立てて証明する力においては、、証明問題に取り組む際に「仮定から
分かること」「結論に必要なこと」を書き出し、証明の方針を立ててから解答す
る学習を進めています。また、グループでの意見交換や発表の場を取り入れ、
論理を共有しながら表現力を高めていきます。

令和７年度三和中学校学校だより第１号　　　　　　　　学　校　教　育　目　標 
知・徳・体のバランスのとれた心豊かで創造性に富む生徒の育成 

～校訓（至誠・勤勉・自治）が象徴する伝統を継承するとともに、
主体的に学び、未来を共に創ろう～ 
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　理科においては、IRTスコアで結果が出ています。  〔IRT スコア集計値〕
　IRTスコアは、問題の難しさを考慮して生徒の学力を推定する方法で 理科
す。異なるテストや学校間でも比較でき、公平で正確に学力を捉えるこ 全国平均    508
とができるものです。                  ※〔IRT スコアの基準は500〕 県平均     503

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
◎質問調査について 

 
◎　今後も、生徒の学習意欲を高めながら、自らの考えを発信したり、交流を通して考えを 
　 深めたりしながら、課題を解決する力や根拠を明確にして説明する力など、今回の学習 
   調査の結果や本校生徒の学習課題に対応した授業づくりに努めて参ります。　 

 【本校３年生の全国学力・学習状況調査結果の概要】

 〇基本的な知識・技能を問う問題では、全国平均と同程度かそれを上回る結果
 　となりました。特に、元素記号や気体の性質、応急処置など基礎的な内容に

 　ついては高い正答率を示し、日常生活に直結する知識の定着が確認できまし
 　た。また、スケッチから特徴を捉える問題や火災時の避難行動を選択する問

 理　科 　題でも理解度が高く、安全・生活に根ざした学習や観察技能の成果が表れて
 　います。

▲「呼吸を行う生物をすべて選ぶ問題」や「小腸の柔毛・肺胞・根毛の共通点
　を捉える問題」では全国平均を下回る結果となりました。観察事象と既習知
　識を関連付けて概念化する力や、異なる事例から共通性を見いだす力に課題
　が見られました。また、知識を活用して考察する問題や、複数の情報を組み
　合わせて判断する課題で誤答が多く、思考・判断・表現の力の定着にも課題
　があることが明らかになりました。

 〔対応策〕

 　知識を単なる暗記にとどめず、観察や実験と関連付けて概念として理解する
 学習を重視します。具体的には、動画教材や ICT を活用した多様な観察、個人

 理　科 での考察とグループでの意見交換を組み合わせ、共通点や相違点を多面的に捉
    　 える活動を充実させます。また、日常生活や他教科と結びつけて学ぶ機会を増

やし、知識を活用する力を育てます。これにより、思考力・判断力・表現力を
高め、科学的に探究する力の育成に努めていきます。

 〇健康・生活習慣
　本校の生徒は概ね良好な生活習慣を身に付けていますが、就寝や起床の時刻が不規則にな

 　りやすく、食習慣にもばらつきが見られます。生活リズムの安定が今後の課題です。
 〇心理・自己肯定感

　自分のよさを認めたり将来の目標を持つ生徒が一定数いる一方で、自信をもちにくかった
 　り不安を抱えたりする生徒も見られ、自己肯定感に差がある傾向です。

 〇学習・学校生活
　授業や学校生活を前向きに捉える生徒が多いものの、家庭学習の時間や主体的な学びの取
　り組み方には差があり、学習習慣の定着が課題となっています。

〔対応策〕    
　ご家庭では、規則正しい生活リズムを整え、十分な睡眠や朝食の習慣を大切にしていただ
くことが、生徒の健やかな成長につながります。また、日常の会話を通じて安心感を与え、

 お子さまのよ４さを認めて励ますことが、自己肯定感を高める大きな力となります。
　学校では、一人ひとりの意欲を引き出し、主体的に学ぶ姿勢を育む指導を進めてまいりま
す。ご家庭と学校が連携し、学習習慣の定着を共に支えていきたいと思います。


